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知床半島を探る(1)

ハイマツの中の10日間

樹浜市立大学探査会は同大山岳部の協力を得て､去る
7月15日より2週間にわたり､朝日新聞北浦芭支社の後

援で､秘境としてその名も高い宴の加味半島の縦走と字

術調査を行なった｡調査隊は福島博助教授を隊長に､総

勢33名で､山岳部､探査会､医学部､特別参加隊員からな

り､計画に従って､A､ B､ C､ Dの4隊に縮成された｡

一行の先発隊4名は9日夜札幌に活き現地交捗を行な

い､本隊は15日東京芝浦桟橋を出発､ 18日早朝釧路に上

陸､ 18日午後には全員羅臼(らうす)の誠諦串二葉糾し

た｡ 19日に行動を起し､ A隊は羅臼晶､硫韻岳を経てル

サ川源流へ､ B隊はウナキペソ源流を遡り接線よl)kLIT大

池へキャンプを出しC膝を助け､更に′しサ川源流をめざ

す｡ Cl･'･為ま最灘コース知♭和甲よt)知沫醇まで縦走LB鞍

と合流する｡ D隊は海茄勘､に調在を行なう｡こ.江等の

計画は全て28日に成功車軸こ終了し､更の知尿半島:'E山縦

走の初詳録がつくられる一一万､調査面でも､締出家長q)

下等生物をはじめ､動植物4000点の資料収集の成葉を収

め､今後の研究に大きな期待が寄せられている｡

私はC隊に特別参加隊員として加わり､動植物の収集

にあたったが以下′.宴の加味〝見たまま､聞いたままの

紀行である｡

あるグラフに､今日本に秘境と名のつくものがあるな

らば､ここ知蘭ままさしくその名にふさわしい地である

という｡この秘塊へと旅だったのか16日､私と丸山､一

戸隊員は船の都合上汽車で一･格段栗の国､最栗の町をめ

ざしていた｡青函連絡船は′.北海道7-ム'′　と云われる

観光客で娠あい､年々塙加の傾向にある観光地北海道の

姿に思いが馳せた｡函館より札幌､釧路､標茶､標津-

と汽車の旅は長いが､車窓に瞑開される練､し｣｣､潮とい

たるところ観光的要素をもった大自然は旅情を慰めるに

は充分であった｡

ェゾならでま見られぬ､植物景観､大規模な原始林.

泥岩屈の湿原､広漠たる葦原は牧歌的な､いやヨ一口ヅ

パ的な情緒をかもし出さずにはおかない｡堀部こついた

のは18日10時30分､すでこ船で到着していた本隊と合流

し､自衛隊の十輸トラックに2トンの荷物を積み､ 2台

の自動車に分乗し､海茄軋､にホコリをかぶって走っ

た｡羅臼に剃､たのは4時頃｡空はどんよりと今にも雨

が降りだしそうであった｡車の振動でグロッキーになっ

たが､再び元気を出し､荷分けを行ない個人装備のパブ

キンクをし､明日えの準備をした｡

先発隊の聞き込みの話や誠諦守の和尚の話では､さか

んに｢知沫恐るべし｣を強調する｡岬はウルシが多くア

C　隊　高　橋　秀　男

レルキー性の人は充分気を使った方が良い､フヨ､蚊､

ダニ､アブなどに-イて､ソ､ササのブ･/シ工がとてもC､

とい､全道のヒクでの3分の2は知味半帥こ生活の根拠

をおし､ている｡これだけ聞いても全くアフリカ探検にも

劣らない､シヤングルや猛獣を想像するが　ヒクマ以外

を除いては人間の生命に関係はないから成功の可諦ま､

諸君等の実力にかかっている｣とは北見営林局長の言て

あったそうだ｡

今調査隊のいる羅臼町､ちなみに高等地図帳をひもと

いてみよう｡ソ連領クナシリ島が長く根室御輿に樹たわ

i) ､北海道の西端は根室半島､北に知抹半,liljがのびてい

る｡その知床半島の根室海峡に画したところに港町､羅

Flがある｡

-7-　遊覧船の旅なら知蘭町

歩のパノラマ　ホンニソレソレ君を待つ

招く白百合　がんこう(.)ん

呼ぶま赤岩　夫婦滝　夫婦滝

サ7-キクキクキクシャントキク

羅臼サツテモ　良いせな

これは観光地としてデビユーした羅臼町の羅臼小唄で

ある｡それでも知5.71ざる町といえはそれまでである

が､羅臼を有名にした事件がある｡本年4月漁船沈役15

死者89人､空前の漁船人品遭難は明治41年4隻が遭難32

人が花亡､それ以来の事件であった｡

遠くは敗戦直前の人喰い事件､今も羅臼の人々の語り

草として､その名殻をとどめ､ 'FllI樟揮,I,･のペキンの帖重

くには人喰い岩がある｡

知珠はシル(大地)-トク､すなわち岬という意味

で､羅臼の語源は｢クマやシカをとると必ずここで殺し

て処理した場所｣というアイヌ語からきており､語感か
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知床岬　を行　く　C隊

ら悠本気味なものを感ぜ射てもし､またラオスとい.∴:I_

外国をも思わせる.

羅臼村は全村約7000人､市街地だけなら2000人､離百
･･1,数えた人は6軒もあったといい､映画館､ -- /ニー～

屋､バー-､食堂なと目につき､ただ蕪かったのは薬樟こ

けだそうである｡それだけに隊員は-んぴな町を連想し

ていたのである｡完全に釘っけされた家が多い｡夏,羽田､

昆布と卵こ半鳥へ家族ぐるみ出橡にいくためで､年勘ノウ

生活費は昆布でまかなあれ､豊作の時には40万円位`うつ収

入がある｡この後にはイカ釣りもある｡ 9月から1雪月に

かけては石川､富山､ iTllAI館､釧路などからイカ釣.)`邦吉

が何百もこの町をめざして来､船員､季節労務者､取引

商人などが加わって一躍人口一万人にふくれ上り､町通

用ま銀座なみ､人でゴツタ返すという｡だから旅館の多

いのもうなずけるし､交通の不便なことにもよるたろう
･J-.､これ等党稼ぎの人々を相手の商売も､案外物価の高

いのも不思議ではないように思われた｡

も十･つ羅臼の町で書かねはならぬことがあ

る｡それは-シプトガラスが人間なみに生活し

ていることである｡町のいたるところの騒音は

カラスの鳴声で､大木に群がるカラス､お寺の

屋根でカサカサするカラス､道路や瞳で遊ぶカ

ラス､カラスに明けカラスに暮れるといっても

過言ではない｡話が巧ラスに及べばつきること

をしらない｡

執自著のザックのクツシフから食精を持出し

た;).ゴミ蛤に来るのを待っているカ　ラスか

ら､八百畳の店先の卵を上手にく身っえて持って

行った話しさえある｡だから生酒には絶えずカ

ラスのことを念頭において行動しなければ､せ

っかく寅重な食糧などメチヤメチヤにされるこ

三も稀でまない｡

19円　起帰航幸､相変らずふりしきる小南の中を予定

通り､ B､ Ci擁毎運丸(14トン)に乗船硝韓0分出発し
I,=｡半島の輝昌7.iL､にB蘭まウナギベ:'まで　C臨調I

申年までいくのである｡半時の輝肯ま芸が低くたれ､眺

望は全くきかない｡帰れていたならはクナシ)島､相木

半島の山,.･は;鮎(,'-しいだろうに｡羅臼港から十削ilもし

たころ､だいぶ天気のようすも良くな.')､海,IT'''･評点､に点

冨する番屋､樹上∴奇岩が美しい｡
･フナキペソでB隊は上陸である｡船長が人声で呼ぶ

と､希望からイソ舟が櫓さ注ぎもあざやかに海運丸めが

けて進んで来る｡

大きぐが1/るイソ舟部恒温こ見えかくれするのt心

配顔で見守っていたが､荷物と大岡を2回に方ったって運

搬し終った｡隊員とは知沫池で会うことを約束して別れ
各と十

I_○

残るC隊は竹端リーダー､駒∴伊吹､山形隊員に私〇

時まで福島隊長､朝日新聞本多話者､共同TV松下カメ

ラマンが同行した｡

軸幻釣､がようやく晴れだした梅上にウミネコ､ウミ

ヮが船上を飛びのどかな北国の海である｡船長が指さす

方角を見るとサメが2､ 3水しぶきを上げている｡

その下には1000頭もいると聞いてびっくり､氷山の~

何なのである｡ -キンの畠､赤岩､ローソク岩など､そ

の畝こ似せつけられだ奇岩を知り､岩礁の上に一頭だけ

農奴をしていたアザラシを眺め､おだやかな日本の最北

瑞の海にいることに､はかりしれない喜びを感じた｡岬

には､いたるところ岩礁があり､容易に舟の接近を許さ

ないので　グッと岬を大きくまき､オホーツク海側に両

する｡岬より少し宇登路(うとろ)側によったその昔丁子

での文吉と云う人が住んでいたという,,文吉湾〝につけ

る｡みことな風船岩のかなな　オボーック海は青くi輔も

渡り､遠くスカイラインがすっきりと眺められる｡方丈

吉海〝は浸蝕された懸凪こ囲まれた小さな入江で番屋一

つなく､海相生の掛物-て-ントウ､ -てベンケイソウ

などが咲いている｡鵜苫より岬の台地にでた｡この台地

i}-ーi ∴∴∴∴∴∴∴ �-∴∴ 劔剴Cぺ軍ﾈｭi62ﾙ�R�
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想像以上に前進は容易でなく､十二シモン十､ナシ~､'ア

ザミ､エゾシシウト等みな昔吏以上の巨大な植物詰糾

しており､ときとき開けたとこらにはヒクマがliiiiの株を

はりかえしたあとがある｡鰯太な測13をさけるために荷

を蹄､て､適当なB･Cをさがすために霜結締長等が偵

察に出た｡やがてアデラニ訪印二一両の番屋をお顕し､して

くる｡番屋は段丘を下った海浜で粗末な木造でZ,I-'の開

(2 ･ 3日前に来たはかi)')昆部の解禁とともに訪れ､

秋までここで生活するのである｡我'･･はまだ昆布が来な

いのでその寵場に陣とった言1二役南親潮と偵`奈斑に別

れて行動に移る｡

シコタン-コへ､ユゾイブキトラノす､ニットリサ~

ト､シロヨモギ､アサーi･ ,)ソtL7なと､手にふ,itるもの､

印二人,i･･tる事,)_'l三て北の国ならでま見,,れぬものが多い

だけに､抹lL･(こ蕪摸,I,).中である｡また-)'シー士'ラン･ハ

ク斗シー+-ド,)､ヨ･,-シナー/)一､,､ミヤ一子了シー,J'j:とは

北ア'し-'スでま話中こしか姐ら一江なし間物がここで評)'一

問ニーーlA二と轟謹畑か発達してし､る｡私の胴乱や､ +J'-フ
-..｢,,.クはTこちこちの･･'ちに･祐二,,'J:つ-,:しまった｡揺集

(."･最多かったよっか.I)に､そのFiO)整堀二は長時間かか

ってしまつ.二｡

ナ∴一､,ケ高二,占,.･と沈む太陽で. ,?-･'-ILL.畑は-ラ色･'=

映え､入江の奇岩･は黒,･･とし､帆と(皮の盲に少な,-)･Fノす

トラt+ツタに悪LT二｡

明日は椅物,を.,チ.-:-.し､再rL,'･-B･Cに吊る予定である.

(つ-ノく) (山階学芸員補)

ウナキペソ川を行く

B　隊　丸　山　　　晃

肌,)it･い｡上衣の袖をおろす.霧雨が音も-rJ:く陣)しき

る中を淘運九(14トン)は深くたれこめた雨雲の虞に煙

る｡柔らかく濡れた知床の山々を蹄こしながら進むo時

折､数十米の新鮮力榊する雲の隙間からのぞくo岩肌の

白い幾条かの流れはウミウの射出した糞だろうかeウナ

ギへ､月日沖で同乗して来たC隊､ E隊と別れ､ -シケに

分乗､上陸する｡

ゎれわれの隊はウナキペソ川を遡り､ポロモイ台地に

キャンプを進め､知卿はり来るC隊をサポートするた

めに緬成された隊である○ウナギ-･'Jllの河口は深くき

りたった岩壁にはさまれて､ 'F-画＼の水を押し出すことく

日渡を泡にはきだしている.剛二りの根室海峡を隔てて

榔こ長く､細く延びるのはソ連領クナシリ島o視界をは

みたしてなお､ヴ7･オレヅ1､ -'′し-の島影が延びるo

どこでつきるのかわからなし､○ウナギベ川を何度も渡

渉しながら登る.細長くのひた-ンノ辛の林立する中を

はい､背をうめる強敬なオオフ牛を倒し､かきあげて進

む｡ザックと左腕にはきんだ胴乱は身動きを自由にさせ

てくれない｡トクサが一一両においし上,-る窪みで一･息つく

と､そこは後で考えてもソーとするような場所Cトトの

背雅がころがっているC言､クサの仙薬が搬たおしになっ

て踏みつけられている○土地の人が人,-,うはずもない場

所｡あの大きな茶緋色のと''-1･か,､月日をかすめる-

トトはキツネが食べたの,lJ.｡ここに二度と通ちな,+-'･つ

た｡削二骨こ下った時も､廿下品二降りた鴫も､そし~=

撤収し､下山する時も言,ナキ-ノ宿調和10年に車

モイ台の一筋毒訪t落ち押められた浅酌-の起伏のある

榔こ広がったなたら,症,L奥谷で据しぼ1,減か伏流にな,:,

て､崩壊の後も生,･･しい､嘉雄略岩石の潰み重なった下

を突抜けてやがて,赤茶けた鉦)上りをはうように巡礼

又いつか消え伏せてしまう○剛lijに迫るオオシラヒソギ

グケカ,高ま欝そうとして近よることを拒んでいるかのよ

ぅた｡寿実そこはピグー､･､キツネ､イタチなとの巣窟な

のである｡時折､いやー日に何度か､二の疎らにしかミヤ

でハンノ牛の辞叢をつくっていない｡赤茶けた起伏も木

を求めてか､谷を越えて轡そうした茂みに向うためか､

30{･nlもあるヒクー.･の真斯らしい足跡がこともな出二真

昼の日陽しに彬を落している‥中点､切りホイッスルをど

i)ピリヅと吹却航,1-｡と100111ほと先をキツネか後.,i,

振りむき､振りむき､長いのなした桂をひるかえして逃

げ去って行く｡イワックロの青累の花が鉦)そうように

風にゆれている÷

∴∴ ��
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梗塞海峡海運丸上にてプランクトンを採黛する丸山隊員
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この谷にはノ判､5個の池がある｡崩壊によっ

てせき1上められたのだろうか｡上記地のように

枯木が立ち､裏磐梯の五色沼のごとくスカイ･

ブルーに色づいている｡浮いてし､たエソ世ンシ

ョウ｢フォの幼生が身をひるかえして､落葉で埋

れた蘭こ沈んで行く｡ Iiをとり上げて裳がえし

にすると緑色の大きなとノンがはえずっている｡

池の向う眉まあの暗い原始林が縫いかぶるよう

に押し寄せている｡絶え間なくとリヒリ　ヅと鳴

らす｡

ベースキャンプはこの赤茶けた谷のノトに設

けらktた｡ここからヒクマの爪あとが空々しく

残るヒクマ平を恐る恐る通り抜け､ウナギペソ

川の急峻な源流を100mはどはったザイルをっ

たって､細い稜線にでる｡ベースキ1･ンプにつ

いてから3日日に､私を含めた4人はウナギ-

-tri"i- 劔��剪� ��千 � ��奉ﾒﾂ｢�Rﾒﾔ池�ﾛxｧｦ��

ー華譲擬洋魂態t*-.I-i 劔鰭 ������鮪1-嵩.縞l � � ���� �� 
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ウナギペソ谷でベースキャンプの設営をするB隊　短のよ

うにおしよせて来る蚊を防ぐために防虫縄をかぶっている
ツ谷の調査のために下り､その他の隊員は､ギヤ

シフ･1の設営と道開きのため稜線に直った｡テント･キ

ー-ーを残さずに｡ 5時に-ースキャンプに着いてみる

と､無残な光彩がいきなり日に飛び込んできた.ビニー

ル･シートに包んでおいた据薬用の新聞紙が30cmもあ

る大きな咽て一･打にされたのかあたり　一面にちらぼって

いる｡ .+リエチレンビンも-I,-･十ロール管も包んであるも

のは皆飛びたし､ころがっている｡野田は深く新聞紙の

中まで食い破られているし､昨夜トラップをかけ､今朝

間取し､出発前に仮別製にした5体のエソヤチネスミも

尾と中味の脱脂緬と細かにちぎれた体毛を残して散らば

っている｡ボナキスビンのケ一一スには3本の爪跡が獲っ

ている｡ナントは異状なかった｡ヒグででないことはす

くわかった.キツネかイタチの仕業だろうか｡翌朝-シ

ブトガラスがわれわれの出発を待つかのよi')に了.+･-

アポーとテントから501n位はなれて飾っていた｡その日

は勿論テントキー-一一をL'人残してキi･シフ･ 1に回っ

た｡

稜線の向う側のスロープはなだらかにオ宗一ツケ湘こ

肱がる｡山肌を覆った′､イ一､･ソはさながら､クーク･ク

リーンのカーペットである.が近すくとその-イでツは

薗径30(･m､長さ8m､高さ3m優に背を現めてしまう｡

∴∵∴∴ -..:,? �� 唸�����謁R�

｡.'iH 亢R� �� ��
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ポロモイ台地の池　浮島がいくつもある

それがキッシリ枝をはっているのである｡

われわれまこれを切り開いて木口モイ台地にいたる巾

2mに及ぶ-イー･-ソ･ウ-イを作った｡キャンプ･ 1か

らわずかしか離れていなかったが､寺島隊員と私は採集

のためにおくれてしまった｡その時だった､リーと云う

低い-臥､うなり声が聞えた｡近くには道を切l)開いてか

らヒクマの残した糞がある｡誰かがたおむわにさわきた

てているのだろうと疑ったのか悪かった｡続けて聞えて

来るうなり声はとう疑ってみてもヒグー了のそれだった｡

どリビリ　ヅ､けたたましくポイ　ヅスルを鳴らし､ザック

をほうりだして逃げ腰になった｡そのうちにうなり声は

いつか高らかな歌声にかわった｡

タケカバの間からポロモイ台地が見える｡台地の中ほ

どに5つの池が水をたたえている｡まわりは湿地だろう

か｡ -イマツの切目がよくわかる｡知床へ来て始めて心

温まるのを感じた｡その時その台地の向うで霊シソと云

う副､音がした｡それから間もなくして白い煙の柱が上

った｡その煙は一瞬のうちにオホーツク海側から吹き菅

せる勘二流5,11て､乱れ消え去ってしまた｡ C隊からの

連絡用発煙筒たったのである｡

木口モイ台地には尾湖ケ原のような浮島のある沼が沢

山あった｡丁度エソキスゲが長い花硬を延し橙色の花を

つけていたし､チシーマワレモコウ､チシャツガザタラな

どの咲く某国であった｡ここでわれ'崩しは3　日間蟹し

た｡この間にC隊を迎え､加味岳に諾った｡

3日日に天候がくずitだした｡あれただしく撤収を開

始真夜中の12時までかかった｡

ソ連鎖‥~シl)島の探照灯,'ji,点滅するわれわれのいく

つかの-ヅトランプを樹切って通l)すぎていった｡

(山博調査員　横浜高大生物学教室)
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薙類の見分け
学芸員平林昭一郎

(4)マゴケ科カサゴケ属の欝類
この一､,コケ科は､担界で17離勺2000種を鹿すると云わ

れ､そのうち日本では10属(が恒子､ -リガネコケ､
ヘチマコケ等)約90桂と､変穏約10種が知られている｡

がナゴナ属には小手ゴケとオオー申子コケの2種があっ

て､前席は雄太､北海道､本州､シペリーら北米､ヒマ

ラヤ､欧州等に､後者は本州､ I唾上九州､台湾､印婁

等にそれぞれ分布している○
いずれも森林下の地上或は朽木上に好んで群生し壮観

をていしている｡和名のとおり外見が､ちようど万ラカ

サを広げた形に､にているためこのような名がついた｡

大型で大変きれいなため観賞用として､庭先などに植え

られている｡

大町地方でまオ才がナコケが大半で特に居各曲水源

地内の群生は美事である｡

種類の見分け方ぼ下表のとおりである｡

(引用図書｢日本の薙類-i ｢日本樹と構物図鑑｣ i生

物学大系3｣)

A.本体　B.菜　C･菜の縁辺　　　　　　　　D

D.申肋の横断面

茎

カ　サ　ゴ　ナlオオカサコケ

高さ5.0_10.｡｡m i寵6.0-8.0.m

直立

ii-gi-~蕉L0-1･2C-膚1,5-罷
巾　0.3-0.4cm 1両　0･4-0･6cm

1

形　　　　　　!形　舌状

状にやゝよじ

倒卵円形～-ビラ形!せま
少々よじれ尖る　　!?.

縁辺の下部は外施し
て全辺上澗症前年縁辺の上部には2
歯あり　　　　　　の鍍地あり

細胞は弗.諺,則正しいはさ6彬
ii

中肋の　-中心東､厚模細踏　中心菓あり､厚綱n
横断面iあり　　　　　　　胞群なし

雑　　　書離鰊笠､光沢

高さ4･0-5･0`ilu i謙｡.o(,8.0.m_

胞　子r緑色､いぼ勧杉　　線色､乳顔形

長話漢音回報醒 劔� 

業､ �� 劔� 
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オオ　カサゴケ
オオカサゴケ(大町高居谷里にて)

(カサゴケAは桜井氏原図､その他は堀川氏原図)

ヒ　ク　イ　ナ
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ヒタ　イ　ナの巣　と卵

もうだいか､の鳥の雛が成長して親鳥と変りなし､位大

きくなり､ツ,(,や気の印､夏鳥など波')の制覇を'･iじ

めているというのに､この蔦は施卵の最中だ,この鳥の

渡来して来るのは5月初句､それから時ののびざるまで

待って､革たけがのびきってしまった7月初旬ころから

産卵期に入る｡田圃の中に営巣するものも多く､稲の穂

がでよじめる頃が抱卵の最盛期である｡巣は一棟の稲を

利用し､穂や葉の先等を産幽こ引き込んで巧に作ってあ

り､近くを通ってもなかなか見つけにくい○

雛はフ化した時から黒い締毛が生えておりフ化後嗣も

なく夢いたり泳いだりすることができる｡またこの蔦の

なき声は古来多くの文章や敬などにうたわれ親しまれて

(長沢修介)

潤基
頭

い
鎚 溌

あ

波

　

列
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秋

大風の季節となった｡前の秘こは熱矧生低気庸おっぎ

つきと日本の空をねらっている｡

一日おくJlのうら盆が終った北アルプス山麓地方は､

大風がおし寄せるごとに次第に秋色を濃くしてゆく｡こ

う雨を吹らし､荒しまわった勘の一一･夜が明けて､からっ

と晴れあがった空からは冷たい秋の風が吹きこむ｡この

頃になると野山は夏の花が終って､満開のススキの蔭に

秋の花の全盛期になる｡

万葉集には秋の花をよんだ歌が数多くのせられてい

る｡その中でも､山上憶良が秋の花七種類を上手によみ

込ん茄縮ま､秋のと草として広く知られてし､る｡

萩が花　尾花　薦柁　撫子の柁

女郎花また蜘考　朝顔の花

王蘭こぼ春の七草と秋の七草があることは),頼IIのとこ

ろである｡この七草の思想はもともと中国の風習が日本

にとり入れられたものである｡高の七草は野山に練がな

くなった粟中､摘んで食べられる草がえらばれている｡

すなわち､セリ､ナズナ､コキヨウ(--コクサ)-コ

ベラ(,､コベ)､ ,+-｡･ナノ詳(ニ:オニタビラコ)､スス

チ('71フ)スズミロ(少子--･ン)の七種である｡これら

の野草を料理して食卓をかきり､邪気をはらってこれか

ら過ごす一年間のえん掌を祝ったものである｡
一方､秋の七草は-辛､ススキ､クズ､ナデシコ､オ

ミナェシ､フジ,く力-1'､キキョウの七種類で　野草の中

でも美しい花をつける種類がえらばれている｡山上憶良

の歌の最後の朝顔は問題があっていろいろ議論されてい

る｡キキョウのことをさすという説､ムクゲのことであ

るという人､またヒルカオたといっている学者､あるい

は今日私たちが呼ぶアサカ∵声でよいという説をたてる人

もある｡とにかく美しきを観貸し楽しむための花がえら

ばれていることは間違いがない｡

ハ　ギ　　一名ヤマ-ギ　(マメ科)

北海道､本州､四国､九州､朝鮮半島､中国大陸の北

都､満州､ウスリーに分布している｡かくは半ばまで深

く分裂しているが､よく観察すると上の2片は先が浅く

裂け､他の3勘ま鋭くとがったものや､あまりとがらな

いものなど色々な変化がある｡冬になると地上部は枯

れ､粥年限株から勢よく芽をふきだす｡こんなところか

ら-ギは生え芽(辛)の意味であるともし､われている｡

ススキ　　一名カヤ　(イネ科)

日当りのよい乾し,た土地に群落をつくる穂状に開いた

花の部分をオ-ナ(尾花)といっている｡千島の南部､

北海道､本州､四国､九州､琉球､台湾､朝鮮半島､中

国大陸に分布する｡

ク　ス　(マメ科)

裏見事ともいい､葉の裏面は毛が密生して白色をおひ

ている｡蒋生している場所で､風を受けてひらひらする

の　　昔

時は美しい｡茎のもとの万は本質になって､長く地面を

はったり､木に巻きついて茂る｡根はでん粉があるので

くず粉をとって食用とし､また薬用にも使われる｡家高

の飼料として知られ､北米ではKudm-Vineの名で盛ん

に利用されている｡

北海道､本州､四国､九州､朝鮮半.I三.I,.中国大陸で見

られる｡

ナデシコ　-ー名~JJワラナチシニー･ (ナデシコ科)

口当りのよい乾いた場所に星え､河原に多いのでカワ

ラナデシコの名がある｡本州､四国､九州､台湾､朝鮮

半島､中国大陸に分布する｡めしべは2本､おしべは長

いのが5本､籍かいものが5本でやくが花粉を散らし

てからめしべがのびる｡

オミナ工シ　ー一名オミナ-シ(オミナェシ科)

北海道､本州､四国､九州､琉球､台湾､朝鮮半島､

満州､中国大陸､シヘリヤ東部､カラフト､千島で見ら

れる｡花は径4mmばかりで粟が沢山ついたようである

ので､大町地-JJ-でまアワ花と呼んでいる｡

フシバカマ　(キク科)

奈良時代に中国大陸から日本に入ってきた.),ilt,化植物と

考えられている｡本州(関東地方から西)四国､九州､

朝鮮半島､中国大陸で見られ､大町地方では庭園や坪庭

に植えられたものしか見ることができない｡

キキョウ　(キキョウ科)

北海道(商南部から)本州､四国､九州､朝鮮半島､

満州､ウスl)一に分布している｡おしべは5本､めしべ

は一本で先が分裂している｡しかし花が開いてから2-

3日間は柱頭が開かず､花柱をとりかこみ筒状にくっつ

いた5本のやくが､互いにはなれて花粉を散らしてから

柱頭がいかりのようにそりかえる｡

(平林国男)
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白　い

ッバメは夏鳥として3月下旬から4月の初め頃､都会

や鄭寸､滅相に現われる｡そして人家の軒などに巣を作

りはじめ5月には卵を生んで暖ためヒナが生れる｡

ツバメは｢二番手｣まで育てる｡あるいは一回のこと

もある｡だいたい-同日の時は5-6個.二回目は4-

5個の場合が多い｡卵がかえってヒナになるには第一･回

が15日､第二回が14日かかる｡ニ掴ま第---回の時のjjが

気候が寒い関係であると思おれる｡

生れてから巣立ちまでまは21日､ 21日たつと電線′エビ

にとまっているその側らに親鳥が心配そうに見守ってい

るのが見られる｡一本立になり､何んのあぶなげもなく

飛べるようになるには一月半はかかる｡

そしてたまにはこの写真のように｢白ノ子!が生れる

こともある｡二九回jj的なもので自化現象･L'･lbini粗目とい

って特に鳥に多い｡

｢白ツナ｣のできるのは痛的な原因によって色素がで

きないから起るのである｡羽毛中に全く色素のない場合

にば日の組織中にある無数の空泡のため光線が反射屈折

これ､聾や雲の白色と同じく純白に見える｡烏の中でも

黒色､かソ色､灰色の鳥にもつとも多いようである｡

ツノ主がとって食べる昆虫は一一時間に約10匹とまわれ

ている｡この割合で-羽が1日10時間働らくとすると100

匹､日本に住んでいるツバメがどの位とろかはチヨット

想像できない位の数になる｡昆虫の繁殉力は実にものす

ごいものである｡何んの害も加えられずこ増えて行くと

またたくまに地球上くま昆虫の世界になるだろうといね,jt

ツ　　ノヾ　　ノ

ている｡

アメリカ

の昆虫学者

フオフ　ヅシ

ュ氏がアリ

でキと云う

虫について

計算したと

ころ十粟の

アリで牛は

･年の終り

には100000

0000000000

00000000匹

になるとい　大同市常盤区清水寺人さん方の白いツバメ

っている｡

蔦が昆虫をとって人を助上告二話しはたくさんある｡ツ

六メモはないがここに-I-j例を上げると､ 1847年アメリ

サの,J･-トレーキ市にはじめtiir嘆き,i,1たその豊年にイ

ナー_･の大群が来襲した｡その大掴ま数一･･ 1ルに及ぶ烹ど

の大群であった｡ところがその時数マイルは討てたとこ

ろに住んでいた無数のカモメが飛来し､数口中にイナゴ

の大群を食べつくして植民者を救ったと全く夢のような

話しがある｡その時のカモメに感謝するために立てた記

金種がソートレ一一キ市に立っているへ

友　の　会　行　事

八方研究登山が行なわれました｡ 8月1'3､ 13日の2日

間､約20名の友の会員(父兄一一名参加)が参加しました

第1日日は細野からケーブノバこ乗って鬼平一票菱一義ロ

ど-fT-､ニロビ石(1600メート/し)付近でモウセンニケ､

グロサンシヨウウオ､モリアオガ-,しの観察を行ないま

した｡午前中はくっきりと白馬三山も見えていたのであ

りますが､午后相憎雨が降りだし､黒菱小屋の中で高山

植物の話を聞いたり､レクレーションをして一一日楽しく

すごしました｡第2日目もやはり朝から南が降っていた

ので野外観察手帳をもとに学習をし､午后ケーフルに乗

って大町に婦りました｡雨が降って野外観察が充分でき

ないことは残念に思います｡

お願い　本紙の購読ご希望の方は1カ年晴読料17

0円(郵送料とも)を現金書留または郵便巷為､

郵便切手で長野県大町高､大町山岳博物館あてご

送金下さい｡　　　　　　　大町山岳博物館

(千葉彬司)

標本同定会が行な訪tました｡ I･fl/∴7-もようやく終L)

まつくろに日やけした小中学生が8月23日博物館の講堂

に約50名の友の会貝が集まり､夏休みに採集した植物､

昆虫などたくさんもちこみ､その名前をつけてもらった

り､動物や植物の形､生活についての話､動植物の採集

のしかた､おしはなと標本の作りかたの話をきき､おわ

りに博物館の標本室を見学して一日をすごしました｡

その日に参加できなくて､おしえてもらえなかった人

はいつでも博物館-来て聞いて下さい｡このほかこ､天

文､気象､ i岩石､化石､鉱物などの研究の相談にも応じ

ます｡
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